
 

 

２・２８長生炭鉱・政府交渉報告会 
                       長生炭鉱の水非常を歴史に刻む会 

１⃣ 厚労省・外務省政務３役、政府交渉報告 

・いままでの厚労省への説明や話し合いを行ったが、その上の段階での対話を求めた 

・９名の国会議員が要請：近藤昭一議員、平岡秀夫議員、有田芳生議員、小池晃議員、 

仁比聡平議員、高良鉄美議員、福島みずほ議員、新垣邦男議員、大椿ゆうこ議員、 

＊交渉申入議員事務所：福島みずほ事務所 

・要請内容 

 ■厚労省への要請内容 

１．長生炭鉱の遺骨収容のために以下の計画に対する予算面・技術面の支援 

・市民の力で開口した坑口については、空気に触れたため１年程度で朽ちる可能性がある 

ので、ダイバーの安全確保と遺骨調査事業の成功のために入口の補強工事、５月 

・ 沖と岸のピーヤ(排気塔・排水塔）については潜水調査を進捗させるために内部のパイ 

プなどの障害物の撤去工事を行う。（３月中） 

・安全確保と遺骨収容事業の進捗のため坑道内の透明度の悪さについてクリフロックなど 

の凝集降下剤を使用。（４月～） 

・ご遺骨が見つかった場合、ご遺骨収容の潜水調査を継続。（５月～） 

特に坑口の補強工事・凝集降下剤使用については、調査も含め技術的支援。 

２．現地の状況を把握するためにも、政務三役の現地視察。 

３．厚労大臣との刻む会の懇談の場を設定。坑内の状況を唯一把握するダイバーも参加。 

■外務省への要請内容 

１．韓国政府との協力で日韓正常化６０周年記念の共同事業として遺骨収容事業実施。 

２．現地の状況を把握するためにも政務３役の現地視察 

３．外務大臣と刻む会の懇談の場を設定 

 

・ご遺族と国会議員の懇談会（２月１日午前１０時～追悼集会まで） 

 遺族 「伊左治さんの安全を確保してほしい」⇔ 坑口の補強工事など要求する 

    「遺骨は（警察からではなく）韓国政府から返してほしい」⇔ 政府首脳の約束 

    「遺族の DNA 情報は韓国政府が持っている」⇔ 政府間の協力 

・午前中の政府交渉の結果 

   （厚労省）  

    

   （外務省） アジア太平洋局 北東アジア第１課 栗田伸一 地域調整官 

 



 

 

２⃣ １月３１日～２月２日潜水調査まとめ 

・坑内の様子が１０月潜水調査時よりもさらにわかってきた 

・坑口から２００ｍ～２６５ｍの間の地点で崩壊していて前進できず 

・２００ｍから底をすくってご遺骨を探したが見つからず 

・ご遺骨は沖のピーヤの奥３０ｍ程度の地点から奥にあると推定される。 

・１５０ｍより奥の側道の有無を調査したが発見できず 

・２００ｍ地点の工作物を収容、杉の木でできた輪っか１２枚、外形２９ｃｍ内径２０ｃｍ 

 木目が見えるほどきれいな状態、坑内に空気を送る装置の一部 

 



 

 

３⃣ 3 月 ピーヤ内部障害物除去作業 

  日程 ３月１９日船で梯子設置  ２０日～沖のピーヤ撤去作業 

  事業内容 岸と沖のピーヤ内障害物撤去  

・船で２本のピーヤ内外にアルミ梯子・天井足場設置 

・水中作業専門ダイバー２人が泳いでピーヤに上り 

・水中のこぎりをつかい手作業で実施 

  予算 ２６０万円 

 

４⃣ ４月 日韓共同潜水調査 

  ４月１日 正午～    共同調査 

  ４月２日 午前１１時～ 共同調査  

  ４月３日 午前９時～  伊左治さん単独調査 

  ４月４日 午前９時～  伊左治さん単独調査 

〇 坑口から１５０ｍの間の側道の探索 ⇔ 陥没場所を迂回して奥へ進む 

〇 ピーヤから旧坑道を進入していく 

 

日韓共同潜水調査に参加されるテック・コリアのお２人 

 
 キム・キョンスさん            キム・スウンさん 

 

５⃣長生炭鉱クラファンの収支についてご報告します。（２０２５・２・２３） 

  第１次クラファン１２００万円（ネット８５０万円、ゆうちょ３５０万円） 

支出 坑口工事 ５００万円 全部支出（超過支出分８万円は刻む会一般会計より支出） 

   遺族招請 １５０万円 全部支出 

   潜水調査 ５５０万円 ４８４１６６７円支出 他ピーヤ障害物作業４０８６６５円  

計５２５０３２２円 

残使用可能予算 ２４９６７８円 



 

 

  第２次クラファン９４４０５００円（ネット７１９万５０００円ゆうちょ２２５万円） 

支出 坑口工事   ４００万円予定 執行０円（業者募集中） 

   遺骨返還事業 １００万円予定 執行０円（ご遺骨は国が保有するので、国から返還 

となる場合、最終的に坑口工事に流用する場合有） 

   日韓潜水調査 ４４４万５００円 執行０円 

  今後の予定 

（潜水調査） 

ピーヤ工事  残り２２０万円（梯子・足場の船での設置、サビ防止・海上常設２年以上使用 

仕様のため費用かさむ、総額２６０万円） 

日韓潜水調査４月 １５０万円  次回夏の潜水調査に向けて使える予算は１００万円ほど 

（坑口工事） 

工事費は４００万円～５００万円で賄えるのか不明部分がある。業者募集中。 

 

６⃣ 坑口補強工事 

市民の力で開けた坑口は空気に触れて腐敗が始まっている。１年後には朽ちて崩壊する危険が

ある。海洋工事の業者に協力を訴えます。４月潜水調査以降～夏までに工事着工したい。 

↓ 全国商工新聞 ２月２４日号 

 



 

 

 
７⃣ １２月からの DNA 鑑定・遺骨返還専門家相談会の開催が取り組み支える。 

第１回相談会 遺伝子情報解析センター所長、民間でできることの確認。 

第２回相談会 具志堅隆松さん、遺骨が収容されたら沖縄でも警察をよび、事件性の有無を 

確認して県に渡す事前に警察に相談しておいた方がよい 

第３回相談会 伊左治佳孝さん 遺骨収容へ潜水調査で刻む会が準備することの確認 

第４回相談会 山口第１法律事務所 内山新吾弁護士、法的には鑑定結果が出ないと遺骨の所 

有権がない。所有権がないと鑑定は無理。ただし、政府からの返還や、国に鑑 

定について安定同位体検査も含め要求は可能。 

第５回相談会 水中潜水作業の会社。ピーヤ内障害物除去作業の段取り・予算など確認。        


